【ミニバレーボール競技】

（１）出場は各施設1チームとする。
（２）別項ミニバレーボール競技規則により行う。
（３）試合球は本部で用意する。（ミカサソフトミニバレーBMボール）
（４）ゲームは、２チームのため、直接対決の１試合のみとする。
（５）午前中のみ競技を行う予定であるため、ゲームはラリーポイント２１点2セット先取とし、
フルセットになった場合は３セット目のみ１５点先取とする。（各セットジュースはなし）
（６）順位決定は、勝率・セット率・得失点・抽選（代表者５名：選手+監督）の順で
行なう。
（７）9人制バレーボール規則に準ずる。

ミニバレーボール競技規則
１．コート
コートは、11.88×6.10ｍ（バトミントンダブルス用コートで、エンドラインはロング
サービスライン「内側のライン」）とする。

２．支柱・ネット
支柱及びネットは、バトミントン用を使用して、その高さは２mとする。

３．ボール
　　ボールは、大会本部で用意し、使用球は円周75㎝～81㎝のミカサソフトミニバレー
（ＢＭ）ボールとする。

４．チーム
１チーム４名の競技者とし、交代競技者を置くことができる。

５．競技方法
① コイントスによりサービスかコートを選択する。

② １セットごとにコートの交替を行う。

③ タイムアウトは、監督又は主将により1セット１回（30秒以内）を要求する事ができる。

④ 選手の交代はボールがデッドの時、監督又は主将の要求があった時、主審の許可を得て
 行う。（１セット３回までとする。）
　　
⑤ サーブは２回とし、エンドラインの外からアンダーハンドで打ち相手コートに入れる。

⑥ サーブ権を得たチームは、直ちに時計の針と同じ方向へ１つずつ移動（ローテーション）
 を行う。
　　
6 3回以内で返球する。

7 セット間の休憩タイムは、２分３０秒とする。

６．反　則
次の場合は反則とし、相手方の得点とする。
1 オーバーネット
・ネット上を越えて、相手コート内でボールに触れてはならない。
2 タッチネット
・競技者は、いかなる場合でもインプレー中、直接ネットに触れてはいけない。
髪・洋服のタッチは可
3 ドリブル
・２回続けてボールに触れてはいけない。
但し、ミニバレーボールは下から両手ですくうことについては、ドリブルとは
みなさない。
④ ホールディング
・ボールをつかんだり、明らかに停止させてプレーしてはいけない。
⑤ フットフォルト
・サーブを打つ瞬間、エンドラインに触れてはいけない。

７．その他
① サーブは原則としてアンダー（腰から下）
② 上記の規定以外のことについては９人制バレーボールのルールを準用する。 
③ ローテーションは次のように１つずつ移動する。（下図③） 
④ サーバーは、ローテーションで移動し、右後衛に来た人がサーブを行う。（下図④）
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